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水人の皆さん
水人は、第3回世界水フォーラム（2003

年3月開催）のために集まった学生ボ

ランティアグループです。水フォーラ

ム終了後も様々な活動を続けておられ

る水人、その代表・平山奈央子さんに

お話をうかがいました。

み ず び と

水人のメンバーは県立大
や立命館大、龍谷大など県内の大
学生を中心に約40名。三代目の代
表は現在、滋賀県立大学環境科学
部4回生の平山さんです。水人の活
動を始められたキッカケを平山さ
んにお聞きしました。「以前から環
境問題に関心があり、兵庫県から
県大にきました。授業でいろんな
ことを学んでいく中で、しだいに
現場で何か行動がしたいと思うよ
うになりました。でも一人で活動
するには勇気がいると悩んでいた
頃、（財）淡海環境保全財団の呼びか

けで水人が結成されることを知り
その活動に参加しました。メンバー
は住んでいるところも大学もバラ
バラですが、活動への志が熱いの
は共通しています」。

水人の具体的な活動は？「まず1月
に彦根の新海浜でヨシ刈りを行い
ます。すごく寒い中での作業です
が、これをしないと立派なヨシが
育ちません。8月には大
津なぎさ公園で開催さ
れる「なぎさ横丁・たい
まつ祭り」に参加します。
また偶数月には湖岸清
掃を行っています」。
昨年、大津で行われた湖岸清掃で
は、指定のゴミ袋のことが分から
ず、集めたゴミの処理に戸惑った
そうです。このように実際に行動
をしていく中で、失敗や問題が生
まれ、それをみんなで解決するの
も水人の活動です。

また、水人では子ど
もたちに環境教育を
行っています。ヨシ笛
づくりやヨシ笛演奏、
ヨシを原料とした紙すき、ペットボ
トルを利用した魚釣り方式のクイ
ズなど、子どもたちが遊びながら
環境について学べる取り組みです。
これらの活動は小学校や商店街な
どからの要請により、県内各地
で行われています。大津市黒津
のウォーター・ステーション琵
琶での外来魚クッキングも好評
だそうです。

平山さんにこれまでの活動の印象
と今後の目標をおたずねすると「琵

琶湖の環境問題について一
緒に考える仲間がたくさん
できました。そして様々な
活動を通して、自分で学び
考え、積極的に行動する力
が身についたように思います。

これからは学生のつながりをさら
に広げ、様々なことを学び、より
多くの方に環境保全活動に関わっ
てもらえるようにしたいと思います」
とのこと。
琵琶湖の波紋のように、水人の活
動がこれからますます大きく広がっ
ていくことを期待したいと思います。

（取材・大西）
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